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３年次教育実習に関する学生の意識の検討

―平成 25年度受講生アンケートの結果から―

仲矢　明孝※ 1　三島　知剛※ 2　髙旗　浩志※ 2　稲田　修一※ 2　後藤　大輔※ 2

本研究の目的は，岡山大学教育学部で行われている 3年次の教育実習（主免実習）に関する学生の意識を検討
することであった。そのために，平成 25年度の受講生アンケートより小学校教育コース，中学校教育コースの
学生のデータを分析した。そして，実習前の実習生の実習に向けた取り組みや不安感，実習の充実度，実習前後
の教職志向性の変容，教育実践力を構成する 4つの力について着目した。その結果，（１）実習生の実習に対す
る不安は全体的に高く，特に授業に関する不安が高いが，指導教員や実習生との関係に関しての不安は低いこと，
（２）実習の充実度が高いこと，（３）実習の充実度に関わらず教職への魅力感は実習前後で高まるが，教職志望
度や教員採用試験受験意志は実習の充実度が高い学生が高まること，（４）実習の充実度が高い学生はそうでな
い学生に比べ 4つの力のうち「学習指導力」を除く力において部分的に自己評価が高いこと，が主に示唆された。
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Ⅰ　はじめに
教育実習が学生の成長に意義深く，教員養成段階
における主要なプログラムの一つであることは周知
の事実である。本稿では，岡山大学教育学部の 3年
次の教育実習（主免実習）に関する学生の意識を平
成 25年度の教育実習受講生アンケート結果を基に検
討する。
岡山大学教育学部では，学習指導力，生徒指導力，
コーディネート力，マネジメント力の 4つの力で構
成される教育実践力をバランスよく身につけた反省
的で創造的な教員を養成することを目指し，教員養
成を行っている。教員養成は，教員養成コアカリキュ
ラム全体を通して行われるが，教育実習・体験的授
業科目は一つの核になっていると考えられ，とりわ
け 3年次に行われる教育実習（主免実習）は，学生
にとって実際に授業を実施することを伴うものであ
ることから，学生への影響力も大きいことが予想さ
れる。そのため，学生は実習に対して不安を感じたり，
事前準備を念入りに行ったりしていることが考えら
れる。そして，教育実習が学生にどのような影響力
を与えているかを考えていく必要がある。
教育実習の成果や課題，実習前や実習後の大学カ
リキュラムや取り組みの検討を行っていく資料の一

つとして，教育実習を学生がどう捉え，どのような
意識なのかを，実習の成果や本学であれば先述の教
育実践力を構成する 4つの力と共に検討していくこ
とは重要であろう。そこで，本稿では，現在本学で
教育実習Ⅲ受講生を対象に行っている事後アンケー
トの結果の一部を報告することとした。

Ⅱ　方法
１　調査対象
調査対象は，平成 25年度に教育実習Ⅲを受講した
教育学部の学生であった。なお，同じ教育実習であっ
ても後述する調査内容の中には，一部のコースの学
生には答えづらい設問もあることを踏まえ，本稿で
は得られた回答のうち，小学校教育コース，中学校
教育コースの学生を分析対象とした。なお，設問ご
との有効回答数は異なる。

２　調査時期
調査は，2013年 11月と 12月に実施された教育実

習Ⅲの事後指導内において実施した。

３　調査内容 [1]

　（１）実習前の実習生の不安感並びに取り組みについて

【研究論文】
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〇実習前の不安感について
教育実習に対する不安を測定する尺度や項目に関
してはこれまで先行研究がいくつもなされている（例
えば，長谷川・浅野（2006）；西松（2008））。先行研
究も参考にしながら以下のような教育実習不安に関
する項目を作成した。実習前の実習生の不安感につ
いて「授業に必要な知識習得に関して」3項目（項目
例：授業に必要な教職教養の知識があるか不安だっ
た），「授業準備に関して」4項目（項目例：学習指導
案の書き方がよく分からず不安だった），「授業実施に
関して」5項目（項目例：手際よく授業ができるか不
安だった），「子どもとの関係について」6項目（項目
例：子どもたちとうまくやっていけるか不安だった），
「指導教員や実習生との関係について」2項目（項目
例：他の実習生とうまくやっていけるか心配だった）
の全 20項目を設けた。なお，回答は「全くなかった」
～「とてもあった」の 5件法であった。
〇実習前の実習生の取組について　
実習前の段階（教育実習基礎研究を終えて教育実
習Ⅲが始まるまで）に各設問に関してどの程度取り
組んでいたかの質問項目（項目例：担当する単元に
ついて学習指導案を作成すること）を 12項目作成し
た。そして，「全く取り組んでいない」～「一生懸命
に取り組んだ」の 5件法で回答を求めた。
（２）教育実習の充実度，教職志向性，教育実践力
を構成する 4つの力について
〇教育実習Ⅲの充実度
教育実習Ⅲが充実していたかどうかを「非常に苦
痛だった」～「非常に充実していた」の 5件法で回
答を求めた。
〇教職志向性の変容
教職意識に関する設問として教職志望度，教員採
用試験受験意志，教職への魅力感の 3つについて実
習前後を比較する形式でそれぞれ回答を求めた。な
お，回答は教職志望度は「全くなりたくない」～「と
てもなりたい」，教員採用試験受験意志は「絶対受験
しない」～「必ず受験する」，教職への魅力感は「全
く魅力を感じない」～「とても魅力を感じる」のよ
うに，どれも 5件法であった。
〇教育実践力を構成する 4つの力
先述のように，岡山大学教育学部では「学習指導

力」「生徒指導力」「コーディネート力」「マネジメン
ト力」の 4つの力で構成される教育実践力をバラン
スよく身につけた教員を育てることを目指している。
その 4つの力には，それぞれ下位項目としてさらに 4

つの力をもっている。すなわち，学習指導力 4項目（項
目例：子どものレディネスや学習状況を把握するこ
と），生徒指導力 4項目（項目例：子どもの発達的特
徴を理解すること），コーディネート力 4項目（項目例：
実習生同士で協働して学習指導や学級経営等に取り
組むこと），マネジメント力 4項目（項目例：自分で
自分を律しつつ，意欲と課題意識をもって教育実践
に取り組むこと），の計 16項目を用いた。

Ⅲ　結果と考察
１　実習前の不安感及び取り組みについて
実習生が実習前にどのようなことに不安に感じて
いたのか，またどのようなことに取り組んでいたの
かを検討する。そのため，①全体として不安感や取
り組み度が高いのか低いのか，②より不安感や取り
組み度が高い項目や低い項目はどのようなものなの
か，という 2点を分析の観点におく。そして，具体
的な分析方法として，①に関しては，項目ごとに中
央値 3を基準とする 1サンプルの t検定を行い，②に
関しては，全体の平均値を基準値とした 1サンプル
の t検定を行った。すなわち，中央値を上回る平均値
で有意差があった項目は不安感や取り組み度が高く，
3を下回る平均値で有意差があった項目は不安感や取
り組み度が低い項目と言える。また，全体の平均値
よりも高い平均値で有意差があった項目は不安感や
取り組み度がより高く，下回る平均値で有意差があっ
た項目は不安感や取り組み度がより低い項目と言え
る。不安感，取り組み度についてそれぞれ相対的に
高いか低いかで項目を並べたのが表 1，2である。
まず表 1を見ていく。この中で，全 20項目中，15

項目が中央値 3以上で有意差が見られていることが
分かる。それだけ実習生が実習前に不安感を抱いてい
るということであろう。教壇実習を伴う教育実習経
験は学生にとって初めてのことであることから，実
習前に不安があるのは当然のことと言えよう。また，
教育実習不安は実習が進むにつれ低下していくとい
う知見も長谷川・浅野（2006）によって見出されて
いることから，不安感が高いことが必ずしも問題と
は言えない。しかし，実習不安の低い者ほど教師効
力感が高いことや，実習に対して興味・関心を抱き，
実習が職業のスキルアップに役立つものであると期
待する度合いも強いという知見も前原・平田・小林
（2007）によって報告されていることから，実習不安
をもたないことは難しいにしてもその程度を低める
ことは教育実習への実習生の取り組みや成果を検討
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する上でも重要な可能性が考えられる。
また，より不安が高かった項目を見ていくと，授業
に関する不安のみが分類されており，「授業に必要な
知識習得」は 3項目とも分類されていた。それだけ
授業に対する不安感が高いということであろう。と
りわけ手際よく授業を行うこと（項目１）や子ども
の反応の事前予測や授業時の臨機応変な対応（項目 2，
3）についての不安感，授業に必要な教科の指導法に
関する知識（項目 4），子どもが自分の授業を理解し
てくれるか（項目 5）が高かった。このうち，子ども
の反応の事前予測や授業時の臨機応変な対応に関し
ては，授業や学級観察の機会を実習前にもつことや
模擬授業を繰り返すことでいくらかは軽減が可能な
側面であると考えられる。模擬授業の経験の重要性
は清水・大濱・熊谷・植木・吉井（2011）によって

も指摘されていることであり，本学においても経験
の機会は様々な授業を通して行われていることが推
察されるが，実習生全員が授業者としての模擬授業
経験を行うことは人数や時間的にも現実的でないこ
とが予想される。そのため，限られた模擬授業の機
会の中で効果を高めていく事が必要であろう。また，
実習生同士が自主的に模擬授業を行う際に模擬授業
後の協議が深まるような視点の提示を事前に行って
いく事が必要かもしれない。
一方で，授業に関する不安でも板書や学習指導案の
書き方に関する項目は，不安が高い項目に分類され
なかった。指導案や板書計画については，実習前の
段階である程度不安を軽減できているということな
のであろう。また，子どもとの関係や指導教員や実
習生との関係については多くが不安感の低い項目と

表 1　実習生の実習前不安に関する項目ごとの平均値と標準偏差
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して分類された。特に子どもとの関係の中でも，失
敗して子どもに馬鹿にされること（項目 12），子ども
に平等に接すること（項目 13）について中央値 3を
下回っており，これは実習前に実際に実習校へ授業
観察に行き，子どもの様子を見ていることから不安
が軽減されたことが考えられる。また，実習生との
関係については，他の実習生とうまくやっていくこ
と（項目 11）について不安が低いことが分かる。大
学附属学校における教育実習では，1クラスに複数の
実習生が配属されることが多いと考えられることか
ら，実習生同士の良好な関係性は実習をより良いも
のにするために必要な事柄の一つと考えられる。そ
ういった意味でこの側面の不安感が低かったという
のは重要なことであると考えられる。実習前の段階
でいかに実習生同士の連携を強めておくかは教育実
習を効果的なものにするための一つの視点であると
考えられるだろう。不安感に関する結果から，実習
生は子どもや他の実習生，指導教員といった他者と
の関係を築いていくことに関しての不安は比較的低
いが，授業などを通して子どもに指導することに関
しては不安を感じている可能性が考えられる。
　次に表 2を見ていく。その結果，よく取り組んで
いた事柄として「担当する学年・教科の教科書に目
を通すこと」（項目 1）のような，自身が実習で担当
する授業に関わる様々なことへの準備が挙げられる。

また，「同じクラスに配当される実習生や教科の実習
生と親睦を深めること」（項目 6）においても良く取
り組んでいた事柄に分類されていた。先述の実習不
安に関する結果において，他の実習生とうまくやっ
ていくことに関する不安が低かったのは，実習生同
士の良好な関係が実習前から築けていた，また築く
ための取り組みを学生が行っていたことが関係して
いることが推察される。
　一方で，実習前によく取り組んでいた事柄に分類さ
れたのは，項目 6を除き，独力でできるものだと考
えられる。是非は別として，附属や大学の教員に事
前指導や相談を求めること（項目 7，8）や，これま
での大学の学びを振り返る（項目 9，10）はあまり取
り組んでいない項目に分類された。このうち，教育
実習の事前事後指導科目である教育実習Ⅱでの学習
を振り返ることが少ないという結果に関しては，教
育実習Ⅱを終えてから教育実習が始まるまでの期間
での取り組みを尋ねていることから，実習に直接関
係する担当授業の情報収集や準備に力を注いだのか
もしれない。また，実習不安において，授業につい
ての不安感が高いからこそ授業の準備に熱心に取り
組んでいることが考えられる。
２　実習の成果に関して
ここでは，実習の成果に関するデータとして実習
の充実度と，教職志向性の変容，教育実践力を構成

表 2　 実習生の実習前の取り組みに関する項目ごとの平均値と標準偏差
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する 4つの力に着目する。
（１）実習の充実度に関して
まず，実習の充実度に関しては，回答分布を見ると，
“ 非常に充実していた ”“ 充実していた ” が合わせると
8割を超えていた（図１）。また，平均値（4.33）に
対して，中央値 3を基準とする 1サンプルの t検定を
行った結果も有意（t（225）＝20.62,  p<.01）であること

から，実習生の実習の充実度の高さが窺え，実習の
成果が示唆された。先述の実習不安の結果から，実
習生の全体的な不安の高さや特に授業に対する不安
の高さが見られていた。しかし，実習の充実度につ
いての設問では，全体的に見ると，多くの実習生が
実習を充実したものと捉えていることから，不安は
大きいもののその中で全体的には実習を充実した経

験にできている実習生が多いこと
が示唆された。多くの実習生が実
習に充実感を感じているという結
果は実習の効果を示唆しているも
のであると考えるが，充実したと
回答できなかった残りの学生につ
いての検討や “ 非常に充実してい
た ” と回答する実習生をさらに増
やしていくことが必要であろう。
（２）実習の充実度と教職志向
性の変容，並びに教育実践力を構
成する 4つの力との関係
次に，実習の充実度の高低と教
職志向性の変容や教育実践力を構
成する 4つの力との関係を検討し
ていく。
そのために，実習の充実度に関
する回答で，“ 非常に充実してい
た ”“ 充実していた ”と回答してい
た実習生を実習の充実度が高い高
群とし，その他の学生を実習の充
実度が低かった低群とした [2]。
そして，まず教職志向性の各項目

に対して群（高群・低群）と時期（実
習前・後）の2要因分散分析を行っ
た（図2～4）。その結果，教職志望
度に関して有意な交互作用結果が
見られた（F(1,224)=9.34, p<.01）
ため，単純主効果の検定を行った。
その結果，実習前（F(1,448)=4.13, 
p<.05），実習後（F(1,448)=20.06, 
p<.01）それぞれにおける群の主効
果が見られ，どちらも有意に高群の
方が得点が高いという結果が見られ
た。また，高群における時期の主効果
（F(1,224)=37.76, p<.01）が見ら
れ，実習後に得点が高まるという
結果であった。

図１　実習の充実度

図 2　実習充実度の高低別における教職志望度の変容

図 3　実習充実度の高低別における教員採用試験受験意志の変容
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していたと感じる実習生が大多数
おり，彼らの志望度が高まったと
いう本研究の結果は，本学の教育
実習に大きな成果があったことを
示していると言えるだろう。
また，教職への魅力感について
は，低群高群ともに有意な主効果
が見られたことから，必ずしも実
習に充実感を感じていなくても教
職への魅力感は実習で高まる可能
性があるようだ。実際に教職につ
くかどうかは別として教職への魅
力感を実習で高めることができた

というのは実習の成果の一つと考えられるだろう。
次に，教育実践力を構成する 4つの力の項目ごと
に t検定を行った（表 3）。その結果，生徒指導力の「子
どもと共感的にコミュニケーションすることや，子
ども同士のコミュニケーションづくりを指導するこ
と」（t（36.69）＝2.12， p<.05），コーディネート力の「実
習生同士で協働して学習指導や学級経営等に取り組
むこと」（t（224）＝2.24， p<.05），「保護者や地域の人と
コミュニケーションをとり連携すること」（t（43.44）
＝3.68， p<.01），マネジメント力の「自分で自分を律し
つつ，意欲と課題意識をもって教育実践に取り組む
こと」（t（36.44）＝3.59， p<.01），「教員の使命や職務
について理解し，専門職として求められる資質・能
力等を高めていくこと」（t（224）＝2.89， p<.01），「学
級・学年目標の実現に向けて，子どもの集団に働き
かけること」（t（224）＝2.71， p<.01），において有意
差が見られ，高群の方が得点が高かった。なお，学
習指導力に関してはどの項目においても有意差が見
られなかった。
このことから，教育実習を充実させることが実習
後の 4つの力に対する自己評価の高さに部分的であ
るが関係している可能性が示唆された。先述の教職
志向性の変容に関する結果と併せて考えると，実習
を通して教職志向性や教育実践力を高めていく上で
実習生が実習を充実したものと捉えられることは重
要であろう。また，4つの力のうち，唯一実習の充実
度との関連が見られなかった学習指導力についてだ
が，学習指導力というものは，実習前から大学の講義
等を通して実習生が一様に力をつけていくことが予
想される。また，実習においても学習指導力を高め
る機会として概ね同じような環境が準備されている
と考えられる。従って，実習の充実度に関わらず一

同じく教員採用試験受験意志に関して，有意な交
互作用結果が見られた（F(1,224)=5.46, p<.05）た
め，単純主効果の検定を行った。その結果，実習
後における群の主効果が見られ（F(1,448)=10.35, 
p<.01），高群の方が得点が高かった。また，高群に
おける時期の主効果（F(1,224)=25.56, p<.01）が見ら
れ，実習後に得点が高まるという結果であった。
同じく，教職への魅力感に関して，有意な交互
作用結果が見られた（F(1,224)=12.01, p<.01）た
め，単純主効果の検定を行った。その結果，実習後
（F(1,448)=32.11, p<.01）における群の主効果が見ら
れ，有意に高群の方が得点が高いという結果が見ら
れた。また，高群（F(1,224)=55.45, p<.01），低群
（F(1,224)=6.49, p<.05）それぞれにおける時期の主
効果が見られ，それぞれ実習後に得点が高まるとい
う結果であった[3]。
教職志向性に関する結果から，教育実習に充実感
を感じていることと実習前後での教職志向性の高ま
りに関係があることが示唆された。特に，教職志望
度並びに教員採用試験受験意志に関しては，高群の
学生が得点が高まっていた。このことから，実習に
充実感を感じられることが実際に教師になりたいと
いう思いや決意の高まりにつながっていく可能性が
あると考えられる。教育実習が実習生の教職志望度
に影響を与えるという知見はこれまでもいくつも報
告されており，児玉（2012）は教育実習前後の教職
志望程度の変化を調査した先行研究の成果を概観す
る中で，教育実習によって教職志望度が向上する学
生も低下する学生も，変化しない学生もいることが
示されていることを指摘している。このことを踏ま
えると，本調査の結果は回想法的なデータに基づく
ものであることには留意しつつも，教育実習が充実

図 4　実習充実度の高低別における教職への魅力感の変容　
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様にある程度の学習指導力を実習において身につけ
ていることや，実習の充実度の中身が本研究の結果
で見られた，実習生同士の協働や子どもへの指導や
働きかけといった，授業実践以外の要素から成り立っ
ている可能性が推察される。
最後に，実習の充実度群による差が見られていない
項目もあるが，得点が特に高かったものと低かった項
目に着目する。まず得点が特に高かった項目として，
全体平均が 4以上の項目に着目すると該当するのは，
学習指導力の「自他の授業実践を分析し，授業の改
善点を発見すること」，コーデイネート力の「実習生
同士で協働して学習指導や学校経営等に取り組むこ
と」「実習校の教職員とコミュニケーションをとり，
連携すること」，の 3項目であった。これらの力は現
段階でかなり身についていると学生が感じていると
いうことなのだろう。特に「自他の授業実践を分析し，
授業の改善点を発見すること」に関しては，学習指
導力を実習後も自ら高めていくために必要不可欠な
力であると考えられることから，3年の実習後の段階
で高い得点であることは実習の成果の一つであると
考えらえる。一方で得点が特に低かったものとして，
全体平均が中央値である 3以下であった項目に着目
するとコーディネート力の「保護者や地域の人とコ
ミュニケーションをとり連携すること」「学校に関わ
る協力者や専門機関と連携すること」が該当してい
た。これらの力については，現段階では身について
いないと学生が感じているということなのであろう。
特に得点の低かった力については実習ではそもそも

経験しにくいことも予想されること [4]から，実習後
の大学の授業や，本学であれば，4年次の教職実践イ
ンターンシップや教職実践演習等で培っていく必要
があるだろう。

Ⅳ　まとめと今後の課題
本研究の目的は，岡山大学教育学部における 3年
次の教育実習に関する学生の意識を平成 25年度の受
講生アンケート結果から検討することであった。以
下に本研究から得られた主な結果の概要を示し，ま
とめとしたい。
まず，実習生の実習前の不安や取り組みに関する
結果から，実習生の実習に対する不安は全体的に高
く，特に授業に関する不安が高かった。一方で指導
教員や実習生との関係に関しての不安は低かった。
次に，実習の成果に関する結果から，実習の充実

度が高く認知されていた。また，実習の充実度を基
に高低の 2群に分類し，教職志向性の変容と教育実
践力を構成する 4つの力を比較した結果，充実感の
高低に関わらず教職への魅力感は高まるが，教職志
望度や教員採用試験の受験意志を強めるのは充実感
を高く感じている学生であることが見出された。
また，教育実践力を構成する 4つの力に関する自
己評価の結果から，学習指導力を除く 3つの力にお
いて部分的であるが，充実感を高く感じている学生
の方がそうでない学生に比べ得点が高いことが見出
された。これらの結果から，実習の充実感を高めて
いくことを通して実習の効果も高まっていく可能性

表 3　実習充実度低群，高群，並びに実習生全体の教育実践力を構成する 4 つの力に関する項目ごとの平均値
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が示唆された。
では，実習生の実習の充実度を高めていくにはど
うしたらいいのだろうか。一つは，実習生が求める
学習内容を提供するということが考えられる。しか
し，いくら必要であり，実習生が求めているとは言え，
求めるだけ学習内容を提供するということには注意
が必要であろう。森下・尾出・岡崎・有元（2010）は，
教育実習のフィールド調査を行う中で調査対象であ
る実習の学習環境には「実習のフォーマルなデザイ
ン」と「実践を保持するためのインフォーマルなデ
ザイン」といった特徴的なデザインが存在していた
ことを見出している。また，教育実践の場における
学習の機会が，担当教員が行う教育実践の流れによっ
て規定されるため，偶発的で一時的なものであるこ
とも示唆している。実習の限界を知り，制約の中で
何を学習内容として提供するか，またどのような学
習環境をデザインするかが教育実習を充実させてい
く上で重要であろう。
最後に，本研究の結果は，あくまで単年の結果で

あることや，教職志向性に関してのデータは，必ず
しも教育実習の事前事後での変容データではないた
め，結果の解釈は慎重になるべきであろう。しかし，
教育実習の一定の成果や実習に対する実習生の高い
満足度を示したデータとも言えるだろう。現在，本
学では教育実習後の調査を継続的に行っている。本
稿では 1年分のみのデータであるが，複数年にまた
がるデータでもって結果を検討することや，実習改
善に伴う調査の時期による結果の比較検討を行うこ
とも必要になってくるだろう。引き続き，データを
蓄積し，教育実習のさらなる充実や改善の際の検討
材料の一助としていきたい。

注
１．ここで示しているのは，本研究で分析対象とし

たもののみであり，実際の調査では，その他に
も設問を設けている。

２．高群の実習生は，194名，低群の学生は 32名で

あり，「学習指導力」の “ 子どものレディネスや
学習状況を把握すること ”“ 学習指導要領や教育
課程をふまえて，学習指導案を作成すること ”の
み低群の学生で未回答者が 1名いた。

３．教職志向性の 3項目それぞれについて，有意な
交互作用結果の他，時期や群の主効果（p<.01）
も見られていたが有意な交互作用結果が見られ
ていたため，交互作用結果についてのみ取り上
げ考察する。

４．ただし，本学の附属小学校における実習では，実
習中に実習生が実習校の児童の保護者の方と懇
談会を行う機会がある。
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